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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示素子の製造方法及び有機ＥＬ中間体

(57)【要約】
【課題】  発光表示パターンの詳細化が容易な有機ＥＬ
表示素子の製造方法を提供すること。
【解決手段】  透明基板１上に形成された透明電極層２
を、発光表示用の表示パターン部２Ａａ～２Ａｅと、金
属電極層６の仮想分割ライン７ａ～７ｃに対応する予備
パターン部２Ｂａ～２Ｂｃとに分けて、パターン形成す
る。透明電極層２の予備パターン部２Ｂａ～２Ｂｃと金
属電極層６間に電圧を印加することによって、金属電極
層６を仮想分割ライン７ａ～７ｃに沿って電気的に分割
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  透明基板と、前記透明基板上に形成され
た透明な第１の電極層と、前記第１の電極層上に形成さ
れた有機発光層と、前記有機発光層上に形成され仮想分
割ラインに沿って電気的に複数に分割された第２の電極
層とを備えた有機ＥＬ表示素子の製造方法であって、
前記第１の電極層を、前記仮想分割ラインを避けた領域
に設けられる発光表示用の表示パターン部及びその配線
用のパターン部と、前記仮想分割ラインに対応する位置
に設けられる予備パターン部とに分けて、パターン形成
する工程と、
前記第１の電極層の上に少なくとも前記表示パターン部
を覆うようにして有機発光層を形成する工程と、
前記有機発光層の上に少なくとも前記表示パターン部及
び前記予備パターン部を覆うようにして第２の電極層を
形成する工程と、
前記予備パターン部と前記第２の電極層間に所定の電圧
を印加することによって、前記第２の電極層のうち前記
予備パターン部に対応する領域を絶縁化処理して前記第
２の電極層を前記仮想分割ラインに沿って電気的に分割
する電極層分割工程と、
を含む有機ＥＬ表示素子の製造方法。
【請求項２】  複数の仮想分割ラインが設定された請求
項１記載の有機ＥＬ表示素子の製造方法であって、
前記電極層分割工程において、
前記第２の電極層のうち前記仮想分割ラインに沿って電
気的に分割されるそれぞれの領域部分に、電圧を印加す
る有機ＥＬ表示素子の製造方法。
【請求項３】  透明基板と、前記透明基板上に形成され
た透明な第１の電極層と、前記第１の電極層上に形成さ
れた有機発光層と、前記有機発光層上に形成され仮想分
割ラインに沿って複数に電気的に分割される第２の電極
層とを備えた有機ＥＬ中間体であって、
前記第１の電極層が、
前記仮想分割ラインを避けた領域に設けられる発光表示
用の表示パターン部及びその配線用のパターン部と、
前記仮想分割ラインに対応する位置に設けられる予備パ
ターン部と、に分けて、パターン形成された有機ＥＬ中
間体。
【請求項４】  前記透明基板上の端縁部に、前記予備パ
ターン部に電気的に接続されその予備パターン部に電圧
を加えるための端子部が形成された請求項３記載の有機
ＥＬ中間体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、一対の電極間に
有機発光層を介在させて電圧を印加することにより、そ
の有機発光層を発光させるようにした有機ＥＬ表示素子
の製造方法及び有機ＥＬ中間体に関する。
【０００２】
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【従来の技術】セグメント方式の有機ＥＬ表示素子とし
て、図６に示すものがある。
【０００３】この有機ＥＬ表示素子１００は、時刻表示
を行うためのものであり、透明基板１０１上に、陽極と
しての透明電極層１０２、有機発光層１０５及び陰極層
としての金属電極層１０６を順に積層することにより構
成されている。そして、透明電極層１０２と金属電極層
１０６間に選択的に電圧を印加することにより、有機発
光層１０５内でのホールと電子の再結合に伴って生じる
発光現象を利用して表示を行うようになっている。
【０００４】ところで、ドットマトリクス方式又はセグ
メント方式による表示を行うための有機ＥＬ表示素子に
おいてデューティ駆動を行う場合、その陰極や陽極を適
宜分割してパターン形成し、極短時間を周期として電圧
が印加される電極を順次切換えて点灯を行うようにして
いる。
【０００５】上記有機ＥＬ表示素子１００においても、
陽極側の透明電極層１０２を表示パターンに応じ各セグ
メントに分けてパターン形成すると共に、陰極側の金属
電極層１０６をＡＭ／ＰＭの表示領域１０６ａ，時分の
各桁の表示領域１０６ｂ～１０６ｅ（破線で示す）毎に
分割してパターン形成している。
【０００６】ここで、従来、上述のように金属電極層１
０６を分割してパターン形成するにあたっては、ＡＭ／
ＰＭの表示領域１０６ａ及び時分の各桁の表示領域１０
６ｂ～１０６ｅに対応する部分に開口部１１１ａ～１１
１ｅ（図７の網点部分）を形成したメタルマスク１１０
を予め準備し、透明基板１０１上に上記透明電極層１０
２及び有機発光層１０５を順次形成した後、先のメタル
マスク１１０を透明基板１０１上の有機発光層１０５に
非接触で近接させた状態で、有機発光層１０５上に蒸着
ノズルから蒸発金属粒子を供給することにより、上記表
示領域１０６ａ～１０６ｅにおいて金属電極層１０６を
蒸着形成するようにしている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述の
ような金属電極層１０６の形成方法では、メタルマスク
１１０を位置精度よく透明基板１０１上に配置しない
と、例えば、透明電極層１０２側のパターンと金属電極
層１０６側のパターンとの相対位置がずれて発光表示に
不具合が生じるといった問題が生じ得、発光表示パター
ンの詳細化が困難となっていた。
【０００８】そこで、この発明の課題は、発光表示パタ
ーンの詳細化が容易な有機ＥＬ表示素子の製造方法及び
有機ＥＬ中間体を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決すべく、
請求項１記載の有機ＥＬ表示素子の製造方法は、透明基
板と、前記透明基板上に形成された透明な第１の電極層
と、前記第１の電極層上に形成された有機発光層と、前
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記有機発光層上に形成され仮想分割ラインに沿って電気
的に複数に分割された第２の電極層とを備えた有機ＥＬ
表示素子の製造方法であって、前記第１の電極層を、前
記仮想分割ラインを避けた領域に設けられる発光表示用
の表示パターン部及びその配線用のパターン部と、前記
仮想分割ラインに対応する位置に設けられる予備パター
ン部とに分けて、パターン形成する工程と、前記第１の
電極層の上に少なくとも前記表示パターン部を覆うよう
にして有機発光層を形成する工程と、前記有機発光層の
上に少なくとも前記表示パターン部及び前記予備パター
ン部を覆うようにして第２の電極層を形成する工程と、
前記予備パターン部と前記第２の電極層間に所定の電圧
を印加することによって、前記第２の電極層のうち前記
予備パターン部に対応する領域を絶縁化処理して前記第
２の電極層を前記仮想分割ラインに沿って電気的に分割
する電極層分割工程と、を含むものである。
【００１０】なお、複数の仮想分割ラインが設定されて
いる場合には、請求項２記載のように、前記電極層分割
工程において、前記第２の電極層のうち前記仮想分割ラ
インに沿って電気的に分割されるそれぞれの領域部分
に、電圧を印加するようにしてもよい。
【００１１】また、請求項３記載の有機ＥＬ中間体は、
透明基板と、前記透明基板上に形成された透明な第１の
電極層と、前記第１の電極層上に形成された有機発光層
と、前記有機発光層上に形成され仮想分割ラインに沿っ
て複数に電気的に分割される第２の電極層とを備えた有
機ＥＬ中間体であって、前記第１の電極層が、前記仮想
分割ラインを避けた領域に設けられる発光表示用の表示
パターン部及びその配線用のパターン部と、前記仮想分
割ラインに対応する位置に設けられる予備パターン部
と、に分けて、パターン形成されたものである。
【００１２】なお、請求項４記載のように、前記透明基
板上の端縁部に、前記予備パターン部に電気的に接続さ
れその予備パターン部に電圧を加えるための端子部が形
成されていてもよい。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、この発明の実施の形態に係
る有機ＥＬ（Electro Luminescence）表示素子の製造方
法について説明する。
【００１４】この有機ＥＬ表示素子は、時刻表示用のも
のであり、図１～図４に示すように、薄いガラス基板や
透明樹脂基板等からなる透明基板１と、その透明基板１
上に形成されたＩＴＯ（インジュウム－チン－オキサイ
ド）膜等の透明性を有する材料からなる陽極としての透
明電極層２（第１の電極層）と、その透明電極層２上に
形成された絶縁層４と、さらにその上に形成された所定
の有機材料からなる有機発光層５と、さらにその上にＡ
ｌ（アルミニウム）等により形成された陰極としての金
属電極層６（第２の電極層）と、を備えており、透明電
極層２と金属電極層６間に選択的に電圧を印加すること
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によって、これら電極層２，６間の有機発光層５が発光
するようになっている。
【００１５】なお、本実施形態の有機ＥＬ表示素子は、
金属電極層６を、ＡＭ／ＰＭの切換え表示領域に時分の
区切点の表示領域を加えた略コの字状の表示部分６ａと
時分の各桁の表示部分６ｂ～６ｅとにそれぞれ分割する
ためのラインとして、表示部分６ａと表示部分６ｂ，６
ｃの境界線上に沿って略Ｅ字状の仮想分割ライン７ａを
設定し、表示部分６ａと表示部分６ｄの境界線上に沿っ
て直線状の仮想分割ライン７ｂを設定し、表示部分６ｄ
と表示部分６ｅ間の境界線上に沿って直線状の仮想分割
ライン７ｃを設定している。
【００１６】この有機ＥＬ表示素子を製造するにあたっ
ては、まず、図２に示すように、透明基板１上に、フォ
トリソグラフィー等の周知のエッチング技術を用いて透
明電極層２をパターン形成する。この透明電極層２は、
発光表示用の表示パターン部２Ａａ～２Ａｅと仮想分割
ライン７ａ～７ｃに対応する予備パターン部２Ｂａ～２
Ｂｃとに分けてパターン形成される。
【００１７】ここで、時間表示を行わせるための有機Ｅ
Ｌ表示素子に係る本実施形態においては、上記表示パタ
ーン部２Ａａ～２Ａｅは、「ＡＭ」の文字を構成するセ
グメントと「ＰＭ」の文字を構成するセグメントと時分
の区切点のセグメントからなる表示パターン部２Ａａ
と、それぞれ７つのセグメントにより構成されて時間表
示の時の各桁を示すための表示パターン部２Ａｂ，２Ａ
ｃと、それぞれ７つのセグメントにより構成されて時間
表示の分の各桁を示すための表示パターン部２Ａｄ，２
Ａｅとによって構成されることになる。なお、これらの
表示パターン部２Ａａ～２Ａｅを構成する各セグメント
は、同じく透明電極層２によって形成された図示省略の
配線部を介して透明基板１の端縁部に設けられた図示省
略のリードフレームに個別に接続されている。
【００１８】また、予備パターン部２Ｂａ～２Ｂｃは、
上記表示パターン部２Ａａ～２Ａｅ及びそれ用の配線部
を避けた位置であって、上記各仮想分割ライン７ａ～７
ｃに沿ってパターン形成されるもので、即ち、予備パタ
ーン部２Ｂａは表示部分６ａと表示部分６ｂ，６ｃの境
界線上に沿って略Ｅ字状に形成され、予備パターン部２
Ｂｂは表示部分６ａと表示部分６ｄの境界線上に沿って
直線状に形成され、予備パターン部２Ｂｃは表示部分６
ｄと表示部分６ｅ間の境界線上に沿って直線状に形成さ
れる。これら予備パターン部２Ｂａ～２Ｂｃは少なくと
もその一端部が透明基板１の端縁部に導かれて導電性部
材よりなる端子部３ａ～３ｃに電気的に接続されてお
り、これら端子部３ａ～３ｃを介して各予備パターン部
２Ｂａ～２Ｂｃに電圧が印加される構成となっている。
【００１９】次に、この透明電極層２上に、図３に示す
ように、フォトリソグラフィー等の周知のエッチング技
術を用いて絶縁層４を形成する。この絶縁層４は、表示
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パターン部２Ａａ～２Ａｅ及び予備パターン部２Ｂａ～
２Ｂｃを除く部分に上記配線部を覆うように形成されて
おり、これにより配線部と対応する部分の有機発光層５
に電圧が印加されないようにしてその部分での発光を防
止するようにしている。
【００２０】そして、この絶縁層４上に、図４に示すよ
うに、スパッタリング法、電子ビームを利用した成膜
法、抵抗加熱蒸着法等の周知の成膜法により有機発光層
５を形成する。この有機発光層５は、有機発光材料によ
り形成された層を含む単層或は複数層構造を有し、全て
の表示パターン部２Ａａ～２Ａｅを覆うようにして平面
上にべたパターンに形成されている。そして、上記透明
電極層２と金属電極層６（詳細は後述する）間に電圧を
印加して各電極層２，５から正孔及び電子を有機発光層
５に注入して再結合させることにより当該有機発光層５
が発光するようになっており、この光が透明電極層２及
び透明基板１を透過して外部（図１の裏面側）に出射
し、もって外部から視認可能となるように構成される。
【００２１】さらに、この有機発光層５上に、図１に示
すように、同様に蒸着法等の周知の成膜法により金属電
極層６を形成する。この金属電極層６は、全ての表示パ
ターン部２Ａａ～２Ａｅ及び予備パターン部２Ｂａ～２
Ｂｃを覆うようにして平面上にべたパターンに形成され
る。
【００２２】また、このように金属電極層６を形成する
際、透明基板１の周縁部において金属電極層６と透明電
極層２間が短絡しないように有機発光層５の形成領域に
のみ金属電極層６を形成する目的で、図５に示すよう
に、ＡＭ／ＰＭの切換え表示領域等を含む表示部分６ａ
と時分の各桁の表示部分６ｂ～６ｅの対応領域を含む単
一の開口部９ａを形成したメタルマスク９を用い、この
メタルマスク９を透明基板１の有機発光層５上に非接触
で近接配置した状態で、蒸着ノズルから蒸発金属粒子を
供給して有機発光層５上に金属電極層６を蒸着成膜す
る。
【００２３】この場合、後述するように続いて行われる
別の工程で仮想分割ライン７ａ～７ｃに沿って金属電極
層６が分割されるため、予め仮想分割ライン７ａ～７ｃ
部分で分割させて金属電極層６を成膜する必要はなく、
従って、図７の従来例に示すような複雑な形状のメタル
マスク１１０を用いる必要はなく、図５に示すように、
仮想分割ライン７ａ～７ｃで分割することなくＡＭ／Ｐ
Ｍの切換え表示領域等を含む表示部分６ａと時分の各桁
の表示部分６ｂ～６ｅの全体を囲うように形成した単一
の方形状の開口部９ａを有する比較的簡易な形状のメタ
ルマスク９を用いることができる。
【００２４】これらの工程により、有機ＥＬ表示素子の
完成前の途中形態である有機ＥＬ中間体が製造され、こ
の後、次の工程を経ることによって、有機ＥＬ表示素子
が製造される。
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【００２５】即ち、上記透明電極層２側の端子部３ａ～
３ｃ及び金属電極層６側の端子部８ａ～８ｅを介して透
明電極層２の予備パターン部２Ｂａ～２Ｂｃと金属電極
層６間に所定値の順方向又は逆方向の電圧を印加する
（金属電極層分割工程）。すると、金属電極層６のうち
前記予備パターン部２Ｂａ～２Ｂｃに対応する仮想分割
ライン７ａ～７ｃ部分が発熱する。これにより、当該発
熱部分が絶縁化処理されて、金属電極層６が、ＡＭ／Ｐ
Ｍの切換え表示領域等を含む表示部分６ａと時分の各桁
の表示部分６ｂ～６ｅ毎に、仮想分割ライン７ａ～７ｃ
に沿って複数に電気的に分割される。なお前記金属電極
層６のうち電圧印加によって発熱した部分が、絶縁化処
理される理由は必ずしも明らかではないが、おそらく当
該発熱部分の金属が蒸発等により除去・剥離され或は変
質して電気的に絶縁性のある部分になるものと考えられ
る。
【００２６】なお、ここで透明電極層２の予備パターン
部２Ｂａ～２Ｂｃと金属電極層６間に印加する電圧値
は、有機発光層５の発光駆動用の通常電圧よりも充分に
大きな値であって、金属電極層６のうちの予備パターン
部２Ｂａ～２Ｂｃに対応する部分の金属を除去或は変質
させて電気的に絶縁性ある部分とし得る値であり、金属
電極層６のうちの予備パターン部２Ｂａ～２Ｂｃに対応
する部分の面積が大きければ大きいほど高電圧値とする
必要があり、また、その他、有機発光層５及び金属電極
層６の厚み寸法やそれらを構成する材質により必要な電
圧値も異なってくる。
【００２７】なお、透明電極層２の予備パターン部２Ｂ
ａ～２Ｂｃと金属電極層６間に電圧を印加する際には、
透明電極層２側については透明電極層２側の全ての端子
部３ａ～３ｃと、金属電極層６側の端子部８ａ～８ｅの
うちのいずれか１つを介して電圧を印加すればよい。も
っとも、金属電極層６の仮想分割ライン７ａ～７ｃの部
分が電気的に絶縁性をもつようになる順序によっては、
電圧の印加途中で電圧が印加されない部分が生じ得る
（例えば、端子部８ａを介して電圧を印加している場合
に、金属電極層６が仮想分割ライン７ｂで最初に電気的
に分割されると、その時点で金属電極層６の仮想分割ラ
イン７ｃ部分に電圧が印加されなくなり、その部分の絶
縁化ができなくなる）。そこで、端子部８ａ～８ｅを相
互に並列に接続することによって各端子部８ａ～８ｅの
全てを介して金属電極層６に電圧を印加するのが望まし
い。これにより、仮想分割ライン７ａ～７ｃ部分の絶縁
性をもつ順序に影響されずに、全ての分割ライン７ａ～
７ｃに沿って金属電極層６を確実に電気的に分割するこ
とができる。
【００２８】この後、透明基板１の一方面側に、前記透
明電極層２、有機発光層５及び金属電極層６を覆うよう
にステンレス、ガラス等の封止缶或は封止板を接着剤等
により張合わせる。なお、この張合せに際して金属缶等
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7
の導電性を有するものを利用する場合には、封止缶と各
端子部８ａ～８ｅ等との間の短絡を防止するため、液晶
表示装置等で使用される一般的な粒状かつ不導電性のス
ペーサを封止用接着剤に混入し、この接着剤を用いて貼
合わせるようにするとよい。
【００２９】以上のように構成された有機ＥＬ表示素子
の製造方法によると、透明電極層２を、発光表示用の表
示パターン部２Ａａ～２Ａｅと、仮想分割ライン７ａ～
７ｃに対応する予備パターン部２Ｂａ～２Ｂｃとに分け
て、パターン形成すると共に、金属電極層６を上記表示
パターン部２Ａａ～２Ａｅ及び仮想分割ライン７ａ～７
ｃを覆うようにべたパターンに形成しておき、予備パタ
ーン部２Ｂａ～２Ｂｃと金属電極層６間に所定の電圧を
印加することにより、金属電極層６を仮想分割ライン７
ａ～７ｃに沿って電気的に分割するようにしているた
め、透明電極層２側のパターンと、金属電極層６側のパ
ターンとの相対位置を精度よくしてそれらのパターン形
成をすることができ、発光表示パターンの詳細化が容易
となる。
【００３０】また、図６に示す従来例では金属電極層１
０６のパターン形状によっては（例えば孤立するパター
ンがあるような場合）、メタルマスク１１０を用いて複
数回に分けて蒸着を行ったり、また、蒸着を行う途中で
メタルマスク１１０をスライドさせたりする必要があ
り、高度の技術を要する上に製造に長時間を要すること
になる。ところが、本実施の形態に係る有機ＥＬ表示素
子では、透明電極層２にパターン形成された予備パター
ン部２Ｂａ～２Ｂｃにより金属電極層６を電気的に分割
してパターン形成することができるため、そのようなパ
ターン形状にも容易に対応し易くなる。
【００３１】さらに、透明基板１上に、予備パターン部
２Ｂａ～２Ｂｃを外部に電気的に接続するための端子部
３ａ～３ｃが形成されているため、その端子部３ａ～３
ｃを介して予備パターン部２Ｂａ～２Ｂｃに容易に電圧
を加えることができる。
【００３２】＜実施例＞実施例として、次のような構成
の有機ＥＬ表示素子を製造した。
【００３３】なお、以下の説明において、図１～図４に
示す有機ＥＬ表示素子の構成要素と同様機能（パターン
形状は必ずしも同一ではない）を有する構成要素につい
ては、同一符号を付している。
【００３４】まず、透明基板１上に、ＩＴＯからなる厚
さ１５０ｎｍの透明電極層２を形成した。
【００３５】この上に、ホール注入層、ホール輸送層、
電子輸送性発光層からなる有機発光層５を形成した。即
ち、透明電極層２上に、ＣｕＰｃ（銅フタロシアニン）
による厚さ４０ｎｍのホール注入層を形成し、その上
に、ＮＰＤ（Ｎ，Ｎ´－ジ（ナフタレン－１－イル）－
Ｎ，Ｎ´－ジフェニル－ベンジジン）による厚さ４０ｎ
ｍのホール輸送層を形成し、さらにその上に所定色の色
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素を添加したAlq3（アルミニウム－キリノール錯体）に
よる厚さ６０ｎｍの電子輸送性発光層を形成した。
【００３６】最後に、透明電極層２の上に、Ａｌからな
る厚さ１００ｎｍの金属電極層６を形成した。
【００３７】そして、面積４ｍｍ2の予備パターン部２
Ｂａ～２Ｂｃを形成した場合において、その予備パター
ン部２Ｂａ～２Ｂｃと金属電極層６間に逆方向電圧を加
えていくと、２５～２８Ｖ程度で、当該金属電極層６の
うち予備パターン部２Ｂａ～２Ｂｃに対応する逆方向電
圧印加部分が電気的に絶縁性ある部分となることがわか
った。
【００３８】
【発明の効果】以上のように、この発明の請求項１記載
の有機ＥＬ表示素子の製造方法によると、第１の電極層
を、仮想分割ラインを避けた領域に設けられる発光表示
用の表示パターン部及びその配線用のパターン部と、仮
想分割ラインに対応する位置に設けられる予備パターン
部とに分けて、パターン形成しておき、予備パターン部
と第２の電極層間に所定の電圧を印加することによっ
て、第２の電極層のうち予備パターン部に対応する領域
を絶縁化処理して第２の電極層を仮想分割ラインに沿っ
て電気的に分割することができるため、第１の電極層側
のパターンと第２の電極層側のパターンとの相対位置を
精度よくしてそれらのパターン形成をすることができ、
発光表示パターンの詳細化が容易となる。
【００３９】なお、複数の仮想分割ラインが設定されて
いる場合には、請求項２記載のように、前記電極層分割
工程において、第２の電極層のうち仮想分割ラインに沿
って電気的に分割されるそれぞれの領域部分に、電圧を
印加するようにすると、第２電極層をより確実に各仮想
分割ラインに沿って電気的に分割することができる。
【００４０】また、この発明の請求項３記載の有機ＥＬ
中間体によると、透明基板と、前記透明基板上に形成さ
れた透明な第１の電極層と、前記第１の電極層上に形成
された有機発光層と、前記有機発光層上に形成され仮想
分割ラインに沿って複数に電気的に分割される第２の電
極層とを備えた有機ＥＬ中間体であって、前記第１の電
極層が、前記仮想分割ラインを避けた領域に設けられる
発光表示用の表示パターン部及びその配線用のパターン
部と、前記仮想分割ラインに対応する位置に設けられる
予備パターン部と、に分けて、パターン形成された構成
とされているため、予備パターン部と第２の電極層間に
電圧を印加することにより、第２の電極層のうち予備パ
ターン部に対応する領域を絶縁化処理して、容易に第２
の電極層を仮想分割ラインに沿って電気的に分割するこ
とができる。このため、第１の電極層側のパターンと第
２の電極層側のパターンとの相対位置を精度よくしてそ
れらのパターン形成をすることができ、発光表示パター
ンの詳細化が容易となる。
【００４１】なお、請求項４記載のように、透明基板上
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に、前記予備パターン部に電気的に接続されその予備パ
ターン部に電圧を加えるための端子部が形成されていれ
ば、その端子部を介して予備パターン部に容易に電圧を
加えることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態に係る有機ＥＬ表示素子
を示す平面図である。
【図２】同上の有機ＥＬ素子において透明電極層が形成
された製造途中状態を示す平面図である。
【図３】同上の有機ＥＬ素子においてさらに絶縁層が形
成された製造途中状態を示す平面図である。
【図４】同上の有機ＥＬ素子においてさらに有機層が形
成された製造途中状態を示す平面図である。
【図５】この発明の有機ＥＬ表示素子の製造に用いられ
るメタルマスクを示す平面図である。 *
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*【図６】従来の有機ＥＬ表示素子を示す平面図である。
【図７】従来の有機ＥＬ表示素子の製造に用いられるメ
タルマスクを示す平面図である。
【符号の説明】
１  透明基板
２  透明電極層
２Ａａ～２Ａｅ  表示パターン部
２Ｂａ～２Ｂｃ  予備パターン部
３ａ～３ｃ  端子部
４  絶縁層
５  有機発光層
６  金属電極層
７ａ～７ｃ  仮想分割ライン
８ａ～８ｅ  端子部

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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